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１ 施策調査専門委員会 

（1）５年間の成果 

施策調査専門委員会は、施策の進捗や効果を把握するための指標･方法の検討、

施策の点検・評価の実施及びそれらの県民への情報提供に関することを所掌事

項とし、学識経験者を委員として平成19年５月に発足した。 

 

年度 取組成果等 

 

１９ 

 

 

○ 専門委員会は公開とするとともに、公募委員等他の県民会議委員

をオブザーバとして加え、多面的に意見形成を図った。 

○ 各特別対策事業と最終目標である「良質な水の安定的確保」の効

果を評価する道筋を「各事業の評価の流れ図（構造図）」として整

理した。 

○ 県が施策の実施効果を評価するために行う「水環境モニタリング

調査」や個別事業のモニタリング調査の手法等について、専門的立

場から意見を述べ、修正を加えた。 

 

２０ 

 

○ 公募委員が主体となり実施した事業モニターに際して、事業現場

において専門的見地から説明等を行った。 

○ 平成19年度事業実績を対象に特別対策事業の点検を行い、点検結

果報告書原案を作成し、県民会議に提案した。県民会議は、これを

取りまとめ、知事に提出した。 

２１ 

○ 平成20年度事業実績を対象に特別対策事業の点検を行い、点検結

果報告書原案を作成し、県民会議に提案した。県民会議は、これを

取りまとめ、知事に提出した。 

○ 第２期実行５か年計画に関する意見について検討した。 

２２ 

○ 平成21年度事業実績を対象に特別対策事業の点検を行い、点検結

果報告書原案を作成し、県民会議に提案した。県民会議は、これを

取りまとめ、知事に提出した。 

○ 第２期実行５か年計画に関する意見を取りまとめ、意見書案とし

て県民会議に提示した。 

２３ 

○ 平成22年度事業実績を対象に特別対策事業の点検を行い、点検結

果報告書原案を作成し、県民会議に提案した。県民会議は、これを

取りまとめ、知事に提出した。 

○ 森林生態系評価の実施方法等について検討を行った。 

○ 県外対策（山梨県）の評価手法について県に意見を述べた。 

 

 

 

（※ 平成24年５月30日県民会議資料から抜粋） 

資料１－２ 



 

 - 2 - 

 

（2）課 題 

○ 「森林水循環を考慮した森林生態系の効果把握のあり方（仮）」に関する

検討 

    水源環境保全・再生施策の効果を多面的に把握するとともに、その成果を

分かりやすく県民に説明するため、現行の調査・評価手法の中に水循環を考

慮した森林生態系の要素を加味し、データを蓄積する。また、将来的には、

２次的アウトカムに生態系の観点を加えることを検討する。 
このため、第２期５か年計画においては、森林水循環を考慮した森林生態

系の概念・定義を整理した後、森林生態系の効果把握や評価について水源環

境保全の本来目的との関連性や現行の評価体系における位置づけを明確にす

るとともに、今回の効果把握手法の検討にあたっては、現行モニタリングの

活用を視野に入れつつ検討を行う必要がある。 

   

○ 点検結果報告書への事業モニター結果の反映 

  平成23年４月に設置された「事業評価ワーキンググループ」では、効果的

な事業評価のあり方について検討し、同年11月には、検討結果を取りまとめ

た最終報告を県民会議座長あてに提出した。 

  当該最終報告において、事業モニターの結果を事業等に十分に反映させる

ための改善策として、事業モニター報告書を受理した県民会議座長は、その

内容が「点検結果報告書」などに反映されるよう、専門委員会や事務局に検

討を依頼・指示することとしている。 

このため、「点検結果報告書」作成の際には、事業モニター報告書の内容

を反映させるべく、従来の構成や記述方法について見直しを行う必要がある。 

 

○ 県民への理解促進 

モニタリング調査結果が出て、事業効果の評価・検証が可能となるまでに

は、一定の期間を要することから、事業に対する県民理解を一層促進すると

ともに、モニタリング調査の実施状況についても写真や文献等を活用しなが

ら積極的に県民に対して情報提供する必要がある。 

  

○ 県外対策（山梨県）の評価 

    山梨県との共同事業は平成24年度からスタートするが、山梨県においては

新たな枠組みで森林整備事業に着手し、評価手法を検討しつつ関連事業を実

施していくことになる。両県事務局がこうした事業評価手法を検討するに際

して、相互の経緯や取組実績に配慮しつつ、これまでの神奈川県側の評価手

法との整合性にも留意するなど、適切な対応を求める必要がある。 
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（3）特記事項（課題解決に当たっての留意事項） 

 ○ 森林生態系の効果把握に関する検討を行う際には、水源環境保全・再生施

策の目的との整合性や、中長期の観点と併せて短期での効果把握の実現性

（施策・事業の見直しに資するため）の点について留意を要する。 

 

  ○ 「点検結果報告書」に事業モニター結果を反映させる際には、事業モニタ

ーによる県民目線の点検評価と、事業の進捗状況から見た客観的評価との有

機的な連携が求められることについて留意する必要がある。 

 

 

＜参考資料＞ 

  ○ 点検結果報告書（22年度実績版） 

  ○ 施策調査専門委員会設置要綱 

  ○ 施策調査専門委員会委員名簿 

  ○ 施策調査専門委員会開催状況 
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○施策調専門委員会開催状況 

  平成19年度 

第１回 H19. 7.6 ・委員会の運営について 

・平成19年度の検討事項及びスケジュールについて 

・県民会議及び専門委員会の運営等について 

第２回 H19. 9.4 ・実行５か年計画の各事業のねらい、目標、内容及び指標について 

・水環境モニタリング調査について 

・水源環境保全・再生に係る県民へのわかりやすい情報提供のあり方について（コ

ミュニケーションチームの結成） 

第３回 H19.11.5 ・実行５か年計画の各事業のねらい、目標、内容及び指標について 

・水環境モニタリング調査について（河川モニタリングを中心に） 

  平成20年度 

第４回 H20. 5.15 ・水環境モニタリングの平成20年度の調査計画について 

・個別事業（１～９番）の平成19年度事業実績／平成20年度事業計画について 

・ＧＩＳ作成／画像作成の進捗状況について 

第５回 H20. 8.22 ・水源環境保全・再生事業の平成19年度実績（執行額）と平成20年度計画（予算

額）について 

・河川モニタリングについて（両生類の調査の追加） 

・渓流地点の調査方法について 

・ＧＩＳ・画像の作成について 

・データベースの整理方法について 

第６回 H20.11.13 ・渓流地点の調査方法について 

・河川モニタリングについて 

・森林モニタリング（人工林整備状況調査）について 

・各事業の評価について 

第７回 H21.1.30 ・水源環境保全・再生施策点検表（仮称）について 

  平成21年度 

第８回 H21. 6.11 ・委員長の選任等について 

・水環境モニタリング調査（11番事業）の平成20年度実績、平成21年度計画につ

いて 

・各個別事業（１～９番事業）の平成20年度実績、21年度計画について 

第９回 H21. 7. 23 ・水環境モニタリング調査について 

・各特別対策事業について（事業モニタリング調査を中心に） 

第10回 H21.11.4 ・点検結果報告書（仮称：平成20年度実績版）について 

・次期実行５か年計画の検討スケジュール及び基本的考え方について 

・渓流調査に関する文献調査について 

第11回 H22. 1. 22 ・次期実行５か年計画の検討について 

第12回 H22. 2. 15 ・次期実行５か年計画の検討について 
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  平成22年度 

第13回 H22. 4.20 ・次期実行５か年計画の検討について 

第14回 H22. 8.2 ・森林モニタリング（対照流域法調査）の平成21年度調査結果、22年度調査計画 

・森林モニタリング（人工林現況調査）の平成21年度調査結果 

・河川モニタリング（動植物調査等）の平成21年度調査結果、22年度調査計画 

・特別対策事業の平成21年度実績、22年度計画 

・現行５か年計画の課題と対応方向について 

第15回 H22.10.28 ・特別対策事業の点検結果報告書（平成21年度実績版） 

・第２期実行５か年計画(骨子案) 

平成23年度 

第16回 H23. 7.13 ・森林モニタリング（対照流域法調査）の平成22年度調査結果、23年度調査計画 

・河川モニタリング（動植物調査等）の平成22年度調査結果、23年度調査計画 

・特別対策事業の平成22年度実績、23年度計画 

・第２期実行５か年計画(案)について 

第17回 H23.10.28 ・特別対策事業の点検結果報告書（平成22年度実績版） 

第18回 H24.1.18 ・特別対策事業の点検結果報告書（平成22年度実績版）の「総括」（案） 

・第２期５か年計画における「森林生態系調査」 

第19回 H24.3.21 ・森林生態系評価について 

・県外対策における事業評価について 

 

 


